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は じめ に

1　香 山県の 沿革

H　 地域経済

皿　 宗族 と郷紳

　 （1）概況　 （以上，第22号 ）

　 （2）大攬都 （本号）

　 　　 （i）有力宗族

　　　 （ii）自治組織

　　　　　　　（以 下 ， 次号 ）

亘　宗族 と郷紳

　 （2）大欖都

　大欖都 は大欖 ・小欖 ・古鎮 ・海洲 ・曹歩の 5村か ら成 り， 初期 に は大欖が 大欖都 の 中心で あ

っ た 。 しか し大欖は河道の淤塞 ・変遷 と景泰元年 （1450），黄蕭養の 乱 （正統十四 年〜景泰元

年 ・1449〜1450）鎮圧の 際 に 蹂躙 された こ と も加 わ っ て 衰退 し， 大欖都 の経 済的中心が小欖 に

移 り始め ，清代の大欖都で は経済的に も文化的に も小欖が圧 倒的優 位を しめ る よ うに な っ た 。

民国初年 ， 始 め て 小欖鎮が設け られた 。

ee

　 『小欖鎮初志』 （以下 ，『初 志』 と略記）が 当地の 墓碑 と古老の 伝承 に基づ い て記 す と こ ろ に

よれば
， 杜

・
曽

・羅 ・毛 ・曹の 5氏の 宗族が小欖 開村 の 祖で あ っ た
。

こ の うちも っ と も早 く小

欖に 定住 した の は杜氏で
， 南宋嘉定六 年 （1213）の こ と で あ っ た 。

つ い で
， 南宋咸 淳十 年

（1274）頃前後 して ，李 （始遷祖必 貴）
・
何 （始遷祖貴九郎

・
貴十郎）

・劉 （始遷祖諦綬）
・
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梁 （始遷祖緒庵） ・甘 （始遷祖 祐卿 ） ・石 （始遷祖聯英） ・朱 （始遷祖欖清） など の 宗族が ，

やや遅 れ て麦氏 （始遷祖元俊）が ，い ずれ も南雄珠磯巷か ら遷来 した とされ る 。 開村の 祖 と

して挙げられ て い る 5氏宗族の うち羅氏は ，『初志』に よれ ば，開村初期 には富裕で あ っ た が ，

その 後何氏 に所有地 を買い 取 られて 他郷 に移住 ， その 他 の 曽 ・羅 ・毛氏 らの 宗族 も大部分が外

地 に移住 した
，

と い う。 5 氏 よ り少 し遅れ て南宋末 に遷来 した とされ る諸氏宗族の うち ， 何氏

九郎派 ・同十郎派 ・李氏 ・麦氏が明清を通 して繁栄 し ， 小欖の支配的勢力を形成するこ とに な

る 。 こ の 小攬 の 支配的勢力 3姓 4 宗族 に はそれぞれ族譜 が残 され て い る の で
， 以下 ， 族譜に 基

づ い て 各宗族 の 沿革 を描 い てみ る 。

　　 （i）　 有力宗族

何氏九郎派

　民 国 『続志』巻三
， 輿地 ， 氏族 （以 下，民国 『続志」，氏族 と略記 ）に は大欖都小欖 の 何姓

の 宗族が 計 8宗族挙が っ て い るが，その 中で 移住時期が早 く， 丁口数 ・科挙合格者数が多い と

い う点 で 圧倒 的優位 を誇 っ た の は何氏九郎派 と同十郎派で あ る 。 こ の 2宗族は ，北 宋の 状元尚

書右僕射何稟の 長子雍の 子 と次子熙 の 子，計 10人の 孫 （即ち貴
一郎か ら貴十郎 まで ）の うち ，

貴九郎 （諱 恵） と貴十郎 （諱琳）が 南宋紹興年聞 に南雄か ら小欖 に遷居 し，「各々 戸族を開 い

た （各開戸 族）」 として お り， 清末民国期 の 丁口数 は それぞれ2000人 と4000人を数 える
伽）

。 貴

九郎派 と貴十郎派 は合 同で 僕射祖祠 （始祖稟が 尚書右僕射）を建設 して は い る が
ea
，そ れ ぞれ

別 個に大宗祠 を建設 して お り， 族譜 の 編纂方針 も全 く異な る 。
つ ま り両支派は同宗 と称し て は

い るが
，

社会的に はそ れ ぞれ独 自の 宗族組織 と し て 機能 して い た と認 め られる 。 民国 『続志』，

氏族 に は こ の 2宗族の 他 に
， 始祖また は始遷祖 を異にする何姓 6 宗族が 記載され てお り，そ の

うち移住時期が最 も早 く， 丁口数 も多い の は彭沢 を始遷祖 とす る 1宗族で
， 移住後 16世代 を経 ，

丁 口数1100を数 えるが，政治的社会的勢力と して はほ とん ど無力で あ っ た と推測 され る 。 なお ，

以下 頻 出す る 移住後 の経 過世代数 と丁 口数 は
，

と くに 断 りの な い 限 り民国 『続 志』， 氏族 の 記

載に基づ い て お り，清末民国初期 （19世紀末〜20世紀初）の 時点で の 数字で ある
。

　何氏九郎派 に は 『何 氏九郎族譜』 （民国十 四年 ・1925の 跋 を付す）が ある 。 こ れ に よる と
，

6世祖 （以下 6世 は  の 如 く記す）漢溟 （号雲巌）が 洪武十四 年 （1381），「大欖都第
一

団 （図

の 誤記か）里長」とな り， 十六年南京鎮南衛百戸 所の 戍兵に充て られた が （十六年収集軍戌 於

南 京鎮 南衛 百戸）， 高齢の た め長子の   澤遠 （字元遠，号環渓）が代わ っ て従軍 した （代父戌

南京鎮南衛）。 「妣黎氏勤倹有内助之賢 ， 多置田産」 とある 。 澤遠 は永楽五年 （1407）， 鄭和 に

従 っ て 「西洋」 に遠征 し， その 功に よ り総旗 に昇進 ， 後 さ らに戦功 に よ り百戸に昇進 した 。 そ

の
一

子   洪任が 後をつ い だが 早逝 ， 争継する こ と数年にお よん だため ， 結局世襲権 を失 っ て

「革職 為民」 とある 。 即 ち ， 何氏九郎派は里 甲制施行 と同時 に里長 に 任 じ
， 併せ て 南京鎭南衛

百戸所 の 戌兵 とな り， 百戸 （武官）まで 昇進 した とい うの で あるか ら，明初は軍籍で あっ たが
，

その 後世襲権を失 っ て民籍に転 じた わ けで ある
。

　次子  澤深 （字元深 ， 号束里〉は 「厥家創 置田地 ， 宣徳七 （年）造冊 ， 公承戸」 とあ り， 長

子  澤遠が 軍籍を継い で 従軍 したため
， 次子  澤深が里長を継い だ よ うで あるが，黄蕭養 の 乱

で
一家はほ とん ど滅亡 した とい う。 娘に 奩 田

一
頃 をもたせ た とあるか ら ， 明初 （14世紀後半 〜
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ユ5世紀前半）すで に相当な土 地 を所有 して い た こ とが うか が える 。 三子   澤暢 （字仲喬，号東

渓）に つ い て も ， 「勃然與作増益 田産 ， 子孫至今世守勿失 ， 皆公之賜也」 とある 。 「多置田産」

「創置 田地」 「勃然興作増益 田産」 など の 語か ら， 九郎派 は明初 ， 7 世の 代 で 田産 を急増 させ た

こ とが うか が え
，

お そ ら くこ れ を契機 と して で あ ろ う，
こ の 7世で 環渓 ・束 里 ・東 渓 ・晦渓

（漢溟四子  澤広 の 号）の 4 大房に分か れ た
。 東渓房は さら に明申期 （15世紀後半〜16世紀前

半）， IO世で 桂庭祖 （  万唐 ）支房 ・中山祖 （  万虞）支房
・
菊庭祖 （  万夏）支房

・対山祖

（  万周）支房の 4 支派に 分かれ （後掲表 8参照）， 桂庭祖支房は ll世で 2 派に ，内 ， 長房は13

世で さらに 3 派 に 分派 ， 束里房 ・晦渓房 も16世で さら に 分派 して い る 。 中山祖支房 （科挙合格

者を出 して い ない ため，表 8 に は載せ てい な い ）の祖  万虞に つ い て，「蓄積有余，創置 田宅」、

菊庭祖支房 の 祖  万夏 に つ い て ，酪 守先業，勤倹継作 ， 増 置産業」，対 山祖 支房の 祖   万周に

つ い て も， 「恪守先業 ， 倍有増益」 とあ り，
ほか に 晦渓房 の   万高に つ い て 「勤倹 自励 ， 克復

産業，以起其家」，同 じく晦渓房の   万 閏につ い て，「家業頗有可観」な ど，明中期か ら後期に

か けて
一
部の 族人 は所有地 を拡大 ， 「起家」 した 。 中山祖   万虞 に つ い て は さら に 「未嘗営々

逐什一之利 ， 即銭穀出入 生息 ， 不責入 以厚償……一・一即斤斤事貿易 ， 競錐刀号称巧算 ， 而力取者

不及也」 とあるか ら
， 商業で 成功 した こ とが うか が わ れ る 。

　こ の 経済的基礎 の 上 に ， 嘉靖元年 （1522），   漢溟 と始遷祖貴九郎か ら五 世祖 まで を祀 る 九

郎派の 大宗祠何太卿大宗祠 （堂号流慶堂）を建設 ， 嘉靖二 十年，   澤深の 玄孫に あたる束里房

鳳隠祖 支房 の   派行 が
， 小欖最初の 進士 とな り （太僕寺正卿）， 万暦年 間 （15ア3〜1620） に は

『何氏九郎族譜』を編纂す る に至 る 。

　族 田 に つ い て は 『族譜』巻
‘

，「祖祠祭田」 に
， 僕射祖祠万福会 ・太卿大宗祠流慶堂 ・犬夫

七世祖祠世徳堂 （二 房  束渓祖 を祀 る） 3祠堂の 祭田 リス トがある 。 大部分が 1近 30畝以下の

地片 か らな り， そ れ らを合計する とそ れ ぞれ 約660余畝 ・330畝 ・340畝 とな る 6 購入 の 時期 は ，

僕射祖祠が 道光十 五年 （1835）か ら同治十
一

年 （1872）に か けて で ある こ とが わか るほ か は不

明で ある 。 前述の 通 り10世以下で さらに分支 して い る が各分支 ご と の 族田 に つ い て は一切記載

が な い
。

　さて ，『何民九郎族 譜』は，10世祖までは各祖に つ い て小伝をのせ て い る が ，11世以降ほ と

ん ど行述の 記録が な い
。 僅 か な記述 を拾 っ て み る と

，

　  彩梅 （号如台 ， 康煕＋四年〜康熙六＋ 一
年 ・1675〜1722， 対山祖支房）に つ い て ， 「倹約

持家広積田産至十余頃」 とあ り， 清初 に 1000余畝の 田産を有 して い た こ とが 注 目を引 く。

　  派瑶 （号石泉 ， 道光五年〜光緒三十
一

年 ・1825〜1905，中山祖支房）に つ い て
，

　　少孤而貧 年十四奮志業商 ，

………年二 十五 為茶行 ， 巨商東主皆倚重
，

………業茶四十余

　　載 ， 頗獲資財 ， 帰置産業 。 親戚仰贍者数家 。

とあ り， その 次乎  兆元 （庠名朝淦，優貢生 。   派瑶の 弟  派璋の 子 と して 入継 ， 民国譜を編

纂 。 同治二 年〜 ・1863〜）に つ い て i

　　操鐸四十余年 ， 晩承先業頗可 自足 ，

……十世 申山祖嘗 ， 積蓄饒裕 ， 為置産業 ， 公之力也 。

な ど とある こ とに よ り，清末道光か ら光緒期に，  派ee　・  兆元の 父子が 茶行を経営 して巨利

を得 ， 中山祖支房の族産を拡大 したこ とがわ かる 。
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　科挙合格者 につ い て み る と
， 進士 は 明清両代 を通 じて   派行 （嘉靖二 十年 ・1541） 1名，挙

人は 同 じく  挺 （原名孫 謀 ， 万暦七年 ・1579）か ら  廷杰 （同治六年 ・ユ867） に至 る まで 計 15

名，武進士 は  大鎮 （乾隆四十三 年 ・1778） 1名，武挙人 は 嘉慶年間 （1796〜1820）に   英賢

（榜名金 璋 ）等 3 名が 出て い る 。 九郎派は 明後期 ， 小欖最初の 進士 を出 し て 声望 を高め た とは

い え
， その 後は

， 清中 ・後期 に 13名の 挙人 を出 したの を除き， 科挙合格者 は必 ずしも多い とは

い え ない （表 7 ， 8参照）。

何氏十郎派

　十郎派 に は
， 『何氏族譜』（光緒三 十三 年 ・1907重修）があるが ，筆者が披見 し得た 『族譜』

の 大部分 は 「宗支図」 で 占め られて い る 。 こ の 宗支図 に よる と，十郎派は ，明初 ， 6 世で 長房

顕民 ・二 房顕礼 ・三房顕智 ・
四房顕信の 4 大房に分か れ，明中期 ，10世で ，長房顕民房は廷献

祖 （  哄）か ら侶漁祖 （  嘉）まで 計41の 支房 に ，三房顕智房 は若 間祖 （  孟春）か ら純斎祖

（  純 ）まで 計 6 の 支房に分支 して い る （表 8参照〉。 なお こ の 頃 ， 長房顕 民祖 10世 の族人 （男

子 ，
以 下同 じ）は 5D名弱 ，

　 ll世の 族 人 と合 わせ て も100余名に す ぎな い
。 三房 と四房は 10世 ・

11世の 2 世代合 わせ て それぞれ30余名ずつ
，

二 房は僅 か 6名で ある 。
つ ま り， 明中期 ， 十郎派

の 族 人 は 4 大房合 わせ て もまだ200人 に満たなか っ た。

　 『族譜』は族 人の 科挙歴 ・官歴 ・職歴な どは
， 項 目ご と に まとめ て リス トア ッ プ して い るが ，

行述 に関する 記録は欠けて い る た め ，以下 の族 人に関する 記述 は主 として 『県志』列伝の 記事

に よ っ て い る 。

　十郎派で 『県志 』列伝 に最初に 登場する の は
，   顕民の 長子  図源 （字希古 ， 号松隠）で あ

る 。 康煕 『県志』巻七 ，人物に は ，明正統八 年 （1443）， 穀 1000石 を供出 した功で 義民 と し て

顕彰 され
， 「本戸の 雑泛差役三 年を免ず」 とあ る 。 『初志』に よる と  図源 は

，
正 統年間 （1436

〜1449）， 小欖最大の 地主商賈で
， 土地 2 万8000余畝 （280頃） を擁有 ， 「成千累万石計的穀物

資本」を積み
“

何百万
”

と称され て い た 。 正統八年，福建 まで糧食を販運に行 っ た際， 当地が

飢饉 に み まわれて い た ため
， 運ん で きた 1000石 を官衙 に 差 し出 した の だ

，
とい う

ua
。 こ の   図

源の 孫  亀 （号定庄） の 尽力で，九郎派 と同 じ年，嘉靖元年 （1522）に，  顕民 （号 月渓）を

祀 る十郎派の 大宗祠何内閣大宗祠 （堂号冩環堂）を創建 して い る 。

　  図源に続 い て 『県志j列伝には ，   世睿 （三房純斎祖支房）と， そ の 子で明代の 香山三何

と称 され た とい う  述忠 ・述en　・述璞の 3兄弟 ，   述鉉の 子で 十郎派最初 の 進士   吾騎 （万暦

四 十七年 ・1619）ら の 名が み える
。 吾驍は礼部尚書 まで 上 り，福州 の 南明弘光朝政権 の 首輔 に

任ぜ られ た 。   吾驍の 第 5 子  鞏道は 「抗清不仕 ， 蓄意反正」 の ため
， 連累 をおそれ た族人に

よ っ て 殺害 され た とい う （『初志』）。 万暦年 間 （1573〜1620），こ の   吾駿と挙人  日辛
・
日寅

兄弟 （長房海野祖支房 ）らが 中心 に な っ て 大宗祠 を改建，『何 氏族 譜』 を編纂 した 。 大宗祠 は

清初の 遷海の 際に破壊 され，乾 隆年間 （1736〜1795）に再建，『族譜』も嘉慶年間 （1796〜1820）

に 再修 され て い る 。

　 大宗祠 の 祭田に つ い て は巻
一

， 「大宗祠蒸嘗田地」の 項に土 名 ・税畝 ・字号 ・四至 ・丈尺が

詳記 され てお り， その多 くは 10畝以下 の 零細 な地片 で あるが ， 集計す る と100D畝 （10頃）近 く

なる 。 しか し，
こ の 項 は光緒譜重修 に 際 して

， 嘉慶譜 をその まま転載 した もの とみ られ ， 道光

年間以降 の 増加分 は不 明で ある
。 各支派分房ご との 族田 も知る由が な い

。
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　何氏十郎 派は
， 明中期か ら後期に か けて   図源が 財 を築き， その 基礎 の 上 に 大宗祠 を創建 ，

明末12・13世 で 進士 ・挙人を出 したこ とに よ り小欖 の 最有力宗族 として の 地 位を確立 した とい

K よ つ 。

　清代 に 入 っ て 以 後の 十郎派族人の 動静 をみ る と，『初志』は ，康熙 か ら雍正 に か けて （17世

紀後半〜18世紀初）小欖の 多 くの 「世家子弟」が 酒米店を営んで暴利をむさぼ っ た として，米

商何世寧の例 をあげて い る 。 何 世寧 は 17頃の 田地 を購入 し ， また ， 大欖 と小欖 の 間に高 さ 5丈

（16〜17メー トル ）余の
“
中欖楼

”
を建て

， その ま わ りに20余 りの 住 宅を配置 して
， 5〜 6代

の子孫が こ こ に世居 して い た，とい う。 『族譜』を徴す る と，十郎派長房 迎 陽祖支房 に  世寧

（字衍芳 ， 号靜遠）の 名があ り， 長子  天本 は道光十四年 （1834）の 挙人で あ る 。   世寧 に つ

い て は ，『農業志』に も，「清初何姓の
一

地主が 占有 して い た 田産は ユ9頃50畝に上 り，すべ て西

海十八 沙 に分布 して い た」と し ， 附注で乾 隆五 十八 年 （1793）の 何衍芳 （  世寧）の 〈分 家合

約 〉 か ら 「田産約十七頃 ， 連承先業
一
応税産十九 頃五十余畝」 とい う記事を引い て い る

OP
。

　 『初志亅は さ ら に
，

2 〜 3 頃 を所有す る 地主で あ っ た何品益が絲庄 （同記絲庄） を興 し ， 容

奇 （順 徳県） ・仏 山 （南 海県） ・広州な どに も絲庄 を設 け て直接外商 と交易 ，
46年間絲庄 を経

営 した末 ， 死後60頃余の 土地 を遺 した と記 して い る 。 同 じく 『族譜』を徴す る と
， 長房南橋祖

支房に  日修 （字品益 ，号撹亭）の 名が み える 。 また，道光二 十年 （1840）前後に ，何 品槐 ・

品衡 ・品盖の 3 兄弟 ， 何 紹泰 ・明泰 ・吾泰 ・恒泰の 4兄弟及び何振 紀 ・振丙 ・振旅 ・振顕 ・振

盖 の 5 兄弟が各人 そ れ ぞ れ20〜30頃以上 の 土地 を所有 してお り，

‘6

三 品四 泰五 大振
”

と称 され

た とい う。

en
『族 譜』 を徴す る と

， 長房南橋祖支房 に  殿祥 （字品尚） ・殿栄 （字 品槐   閏

広 ， 字振芳 を入継 ） ・汝成 （字品衡） 3兄弟の 名が
，

三房粤峯祖支房に   応文 （字 昭泰） ・応

挙 （字名泰） ・応書 （字晋泰） ・応時 （字恒泰） 4 兄弟 の 名が，さらに長房南橋祖 支房に  逢

泰 （字振紀） ・逢堯 （字振丙） ・永清 （字振旅） ・逢時 （字振顕） ・逢韶 （字振善 ） 5兄弟の

名がみ える。字が
一

致 しな い もの もあ るが ， おそ らくこ の 3組 の 兄弟 に間違 い な い で あろ う。

絲庄経営で 成功 した とい う上 記  日修 （字品益）は   殿祥 〔字品尚）の 季弟 （4 弟）で あ る 。

CO

　以上 に よ り， 十郎派内の
一

部の 家族が清代 中期 まで に商業活動 に よ っ て 取得 した莫大 な利益

を土 地 に投資 ， 大地主 に成長 した こ とを見て 取る こ とが で きよ う。

　十郎派 の 科挙合格者に つ い て み る と （表 7 ， 8 参照）， 進士が   吾驍 （万 暦四十七 年 ・1619，

三房純斎祖支房）を嚆矢 として  作猶 （光緒 二 十四 年 ・1898
， 長房南橋祖 支房 ）に 至 る ま で 9

名 ， 挙 人は  梁 （嘉靖 十三年 ・1534， 二 房）か ら  作権 （光緒二 十七年 ・1901，長房南橋 祖支

房）まで計35名，武進士 は   定江 （乾隆四十五 年 ・1780，長房南 橋祖支房）か ら  乃益 （光緒

二 十五 年 ・1899，長房南橋祖支房） まで 計 18名 ， 武挙人は，  徳鋤 （康煕五 十年
・1711，長房

南橋祖 支房）か ら  1乍築 （光緒二 十年 ・1894，長房南橋祖支房）ま で 計 46名 に 上 る 。 進士 と武

進士 に つ い てみ る と
， 大欖都全体の 半数前後 を何氏十郎派が占め て い る わけで ある 。 上述 の 通

り十郎 派は明初 に 4 大房 に分 かれ ， 明中期 に さらに 4 大房合 わせ て 計50余の 支派に分支 して い

る が，二 房は嘉靖十三 年 に十郎派で 最初 の 挙人  梁が出た後 ， 族人が ほ と ん ど絶え
， 四房 は 明

清を通 じ て 1 名 も科挙合格者を出 し て い な い
。 長房 と三房で も，

2 名以上 の 科挙合格者を出 し

て い る の は 9支派の み で
，

残 り40余の 支派の 大部分 は明清両代 を通 じて科挙合格者を 1名も出

して い ない 。 表 8 の 「未詳」 は 『族譜』選挙表に は名がある が （所属す る房 ・支房まで は記載
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されて い な い ）宗支図中にその 名を探し出せ なか っ た もの で ある。

表 7 　大欖都各宗族時代別科挙合格者数

明 順治 乾隆 道光 光緒 計
〜 雍正 〜嘉慶 〜同治 1

何氏 進士 1 0 0 0 0 1
九郎派 挙人 2 0 8 5 0 15

武進士 o 0 1 0 0 1

． 武挙人 0 0 3 0 0 3

何氏 進士 2 0 0 5 2 9
十郎派 挙人 9 2 9 10 5 35

武進士 0 0 4 8 6 18

武挙人 0 2 15 21 8 46

李氏 進士 1 0 0 0 2 3
挙人 0 1 5 11 0 17

武進士 0 0 2 3 2 7
武挙人巾 0 1 6 11 3 21

麦氏 進士 0 0 1 0 0 1
挙人 2 0 8 5 3 ユ 8

武進士 1 0 o 1 0 2
武挙人 1 1 3 4 5 ユ 4r、．

梁氏 進士 0 1 0 0 0 1
挙人 4 1 4 2 0 11
武進 士 0 0 0 0 0 o
武挙人 0 0 1 2 2 5

そ の 他 め 進士 1 0 1 2 0 4
諸宗族 挙人 8 2 7 9 10 36

武進士 0 0 1 2 1 4
武挙人 1 4 12 14 4 35r

古 鎮 ・海 進士 （2 ） （0） 0 0 o 2
洲 ・曹 歩 挙人 （5 ） （1 ） 5 2 2 15

の諸宗族 武進士 （0） （0） 0 0 0 0
武挙人 （0） （0） 0 o 0 0

道光 『県志』 ・光緒 r県志』 ・民国 『続志亅の 各選挙表及 び r初志』人物篇人物表に よ り作成 。

『族譜』 と 『県志』 に くい ちが い が ある 場合は，原則 として 『県志』 に よ っ た 。 李氏 の うち雲歩李氏 の 族
入であ る こ とが族譜に よ つ て確認さ れ た もの は除 い て ある。 古鎮 ・海洲 ・曹歩は，雍正 以前黄旗都に属し

て い た た め
， （ ） を 付 して おい た 。
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表 8　大欖都有力 4 宗族 の 各宗族内房別科挙合格者数
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ス ペ ー
ス の制約上 ，科挙合楼者を 出 した房 の み を掲げた。李氏 と麦氏 の 「未詳」に は，そ れ ぞ れ泰寧李

氏
・雲 歩李氏及び欖渓麦氏 とは始祖 また は 始遷祖を異 に する李斥もしくは麦氏が含 まれて い る 可 能性 もあ

る P

　＋郎派で 科挙合格者を 1 名以上出 してい る12支房に つ い て更に 進士 ・
挙人 t 武進士 ・ 武 挙人

の 分散度 をみる と
， 逕士 ・挙人 ，

と りわ け挙人 は各支房 に）t；Wt的均等に散 っ て い る が
， 武進

士 ・
武挙人 は圧倒的に長房南橋 祖支房に集中 して い る 。 南橋祖支房は

f‘
何 百万

”

と称されて い

たとい う  図源の 曾孫   士簡 （号爾橋）を支房の 支祖 とし，各人 それ ぞ れ20〜30頃以 上 の ‡地

を所有 して い たと い う
“
三 品四泰五 大振

”
の

“

三 品
”

3 見弟 と
哩‘

五 大振
”

5兄弟は，い ずれ も

この 南橋祖支房に属する 。 時代別にみ て も，挙人は各時代比較的均等に 出て い るが ， 武進 士
・

武挙人は乾隆期以降急増 して い る こ とが明瞭で ある （表 7 ）。 そ の 理由 としで ，運‡ t 挙 人 の
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ばあい 個 人の 素質ない し能力に依存する部分が大 きい の に対 し，武進士 ・武挙人は財力 と武芸

を習得する 機会など
一

族 の 社会経済環境に 左右され る部分 が よ り大 きか っ た こ とが考え ら れ

る 。

　武科挙に合格するため には，弓 ・刀 ・撮 石 ・
騎射 の 技 を磨かねば らず ， 武館に入門 して教 師

の 指導 を受 けるた め の 費用は文科の 10倍か か っ た と い わ れて お り， 弓 ， 馬 ， 衣装 に 要す る費用

もか さみ ，

“
富武窮文

”

の 諺が 生 まれ た 。 また，童試の 受験生 は当該県の 教練担当の 武挙人，

武弁，武生 の保証 を必要とし，同姓者をまとめ て
一牌 とす るな ど

， 応試 の 手続 きない し条件 も

文科 よ り煩雑 で厳 しか っ た
，

とい う。 清代 の 武科挙は
， 武芸に優れ た戦将 を選抜する点で は そ

れ な りの 効用 はあ っ た もの の ， 「運籌帷幄」＝地 理 や兵法に精通 し戦略に長 けた 将帥を選抜 す

る もの で は なく， また ， 武進士 にな っ て も授与 される官位 は低 く， 武挙 人は下級武官の 職 にす

ら つ けな い も の が 多か っ た 。
こ うして 相応 の 社会 的処遇 を得られ な い 武郷紳が 多数滞留する こ

と に な り， 「重文軽武」の 風潮の なか で 彼ら の 一
部は頂戴 召 郷紳身分を護符 とし て 「武断郷 曲」

する存在となっ た の で あ る 。

en

　 こ の ように武進士 ・武挙人は投資 に 見合 っ た社会的評価 ・処遇 を得る こ との な い ，い わ ば割

の合わな い 身分で あ っ たに もかかわ らず，乾隆期以降，特定の 宗族か ら多数輩出 される こ とに

な っ た 。 特定の 宗族 とい うの は ，表 7 をみ れ ば わか る よ うに，大欖都の 有力宗族で も何氏十郎

派 と後出の 李氏以外で は こ の 傾向はさほ ど顕 著で は ない か らで ある 。 表 7 で
， 「その 他」の 項

に
一
括 りに して掲げた武挙人 も乾隆期以 降急増 して い るが ， その 内訳は，乾隆〜同治の 計26名

中 ， 鍾氏が 9名 ， 蕭氏が 5 名を しめ て お り， や は り特定宗族 へ の 集 中 と い う傾 向が み られ る 。

鍾氏 は後述する よ うに ，明末清初期に大欖都に移住 し て きた と推定 され る が ， 乾隆期 に有力宗

族 と して 浮上 して きた とみ られ る新興宗族で ある 。 乾隆期は沙田 の 人工的造成が飛躍的に 進 ん

だ時期で あ り， 富裕な宗族 ， その なか で も有力 な支派分房は
， 沙田取得 と警備 の た め の 武力の

養成を一
族の い わば戦略 として位置づ け，力をい れ たの で ある まい か 。

李氏

　民 国 『続 志』，氏族 に よる と清末民国初期 ，大欖都 に は李姓 の 宗族が 計 ll氏居住 して い た 。

こ の うち 8 氏が小欖 に
，

3 氏 が大欖に 居住 し て お り， 移住 時期 が 最 も古 く （移住後23世代 ），

丁口 数も最多 （3000）の 族は小欖の 泰寧李氏で ある 。 小欖で 泰寧李氏に つ い で 移住時期が古 く

（19世代）， 丁 口 数 も多 い （800） の は
， 原吉 （字凱祥 ） を小欖 の 始遷 祖 とする李氏で ，こ の 李

氏は 新会県の 雲歩李氏の
一

支派で ある （5 世 で 13の 派に分支 した中の 一
支派 ＝元派）。

一
方，

大欖李氏の 3氏 中， 2 同族 （2 房） は任堂 とその 弟棕字 を始祖 と し，新会県か ら来た と して い

る 。 任堂は雲歩李氏の 薪会へ の始遷祖棟 （号任堂 ）で ，棟の 弟が棕 （棕宇）で ある 。

ua
つ まり，

大欖李氏の 2 同族 （2 房） も同 じく雲歩李氏の 末裔 と称 して い る わけで
， 小欖李氏 とは遠祖 に

遡れ ば同宗 と い うこ とに な る 。 こ の 大欖李氏 は任堂 ・粽宇両房あわ せ て丁 口数 1DOO余でか な り

の規模になるが ， 小欖へ の始遷祖 ・
移住時期 ・世代数ともに記載がな い

。 李氏に は こ の 他に 5

房 を統べ る 「徳厚祠」李 氏が あが っ て い るが
， 始遷祖名 ・居住地 ともに 記載がな い （後出）。

　泰寧李氏 には
， 『泰寧李氏族譜亅（民国三 年 ・1914増修）が ある 。 こ れ に よ る と

， 李氏 は始遷

祖必貴が 南雄珠磯巷か ら小欖泰寧坊 に遷 っ て きた 。
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　前述 した とお り，明初 ，衛所制度に もとずい て香山県 に は ，広州右衛 ・広州後衛 ・広海衛の

3 衛が お か れ た 。

 
『族譜』巻

一
， 譜序に

， 「逮至三 世光祖 翁 ， 為郷人領袖統率諸衛軍 ， 分布

欖±諸軍得所皆其功也」 とあ り， 同巻二
，

三世祖光祖 （元天暦二 年〜洪武 ？ ・1329〜？）の 条

に，

　　時大明洪武二 十七年 甲戌 ， 召民躱集軍伍 。 当時為軍者皆有英雄之誇，公 時翹楚 一坊也 ，

　　乃以貲附本郷人潘康阜集為正戸軍，公則為貼戸 。 故世貼康阜為大鵬所千戸所軍，遂為軍籍

　　焉 。

とあ っ て
， 泰寧李 氏の   光祖が大鵬所千戸 所燦 集軍 の 正軍戸潘康阜に付 して 貼戸 とな り ， 軍

籍に は い っ た こ とが わ か る 。

鋤

　泰寧李氏 は
，

5 世で 滄洲 ・寧菴 ・東圃 ・滄淵の 4 大房 に分 か れ，こ の うち三房東圃房 が圧 倒

的に 繁栄 した
。 東圃房は明代中期 ， 7世 と 8 世 で 与山祖 （  悦 ， 成化十四年〜嘉靖十年 ・1478

〜1531）支房 ・釣石祖 （  1享， 成化二 十年〜嘉靖三 十二 年）支房 ・鱗江祖 （  用政
， 天順 三年

〜嘉靖二 年 ・1459〜1523）支房 ・鶴州祖 （  用 明 ， 天順 七年 〜嘉靖二 年）支房 の 4 支房 に分 か

れ （表 8 ），各支房はその 後 さらに分支を重ねて い る 。

　万暦四 十年 （1612），   李孫宸 （字代玄 ， 別字伯襄 ， 諡文介 ， 釣石祖支房）が李氏最初 の 挙

人，翌 年進士 に合格，翰林院庶吉士 から国子監祭酒などを経て南京礼部尚書まで の ぼ り，
一
躍

李氏
一

族の 家名 を輝か せ る 。   孫宸以後 ， 李氏 は民籍 に 変わ るが
tl1）

， その 後   翰芬が光緒二 十

一
年 （1895）進士 に合格する まで め ぼ し い 人物 は出て い ない 。

　  孫宸が 進士 に 合格 した 明末期 の 李氏の 資産形成 に関 して ，『族 譜』 の 記述 は乏 し く，僅 か

に
，   厥胤 （字宇康 ， 号印汀 ， 嘉靖三十五 年 〜崇禎十三 年 ・1556〜1640， 鱗江祖支房）に つ い

て ，「公承先世遺澤，家業頗厚」 とあ り，他姓 と の 争 い を訴訟 に もち こ み勝訴は したが ，「費家

業亦多矣」 とあ り （『族譜』巻六），  時進 （字美綸，号 霞峯，順治七 年〜康熙四十七年 ・1650
〜1708，鱗江祖支房） に つ い て

， 「承遺産数百畝 ，康 熙 中葉析分五 子」 （『族 譜』巻 六） とあ る

くら い で ある 。

　始遷祖必貴を祀る 泰寧李氏の 大宗祠尚書大宗祠 （  孫宸が 礼部尚書に な っ た こ とに よ り尚書

の名 を冠す）に つ い て も
，

『族譜」 は 「後於乾隆十九年遷 出寧涌口 東向」と記 し て い る の み で
，

乾隆年間に 移築 された こ とは わか るが ， 創建 された時期は 明 らか で ない 。 その 後 に
，

“

中心海
”

“
鶴沙

”“
第四沙

”
な ど，計110余畝の 祭田を列挙 して お り，こ れ ら の 祭田 は 旧譜即ち康熙年間

に刊行 された族譜 か らの 引用で あ るから ， 清初以前 に創 建 されて い た よ うで ある 。 おそ ら く 

孫宸が進士 に な っ て か ら創建 した の で あろ う。

　こ の 他，  仍衍 （号耕楽） を祀 る四 世祖祠 とその 祭田 計約 430畝 を始 め ，   東圃 を祀 る 尚書

五 世祖祠 と祭 田約140畝 ，   用和 （号潜渓） を祀 る尚書七 世祖祠 （堂号百福 ）と祭 田約78畝

等々 が記録 され て い る 。 しか し，こ れ らはほ とん ど旧譜即ち康煕譜の記録を再録 した もの で あ

り， 雍正年 間以降 の 増加分 に つ い て は不明で あ る 。 尚書七世祖祠 に つ い て は   紳 （乾隆五 十七

年 一　1792挙人） に よ る嘉慶十三年 （1808）記の 百福堂建祠記 （『族譜』巻三 ）に乾隆四十六 年

（1781）建設 に着手 し始め た こ とが記 され て お り， また 「凡泰寧之族二 千人 ， 我祖之 自出過半

焉 ， 乃不能建
一

専 祠 ， 何以為人子孫矣」 とあ る こ とか ら
， 乾 隆期 ， 泰寧李氏 の 族人 が約2000人
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で あっ た こ とを知りうる 。

　泰寧李氏 の 科挙合格者は， 進士 が前記  孫宸 （万暦四十
一

年 ・1613，釣石祖支房） T   翰芬

（光緒二 十
一
年

・1895， 釣石祖支房）
・
  麟昌 （光緒二 十 四年

・1898， 与山祖支房） の 3名 ，

挙人が  火地 （康煕五 十六年
・171ア， 鱗江祖支房）か ら  福田 （同治十二年 ・1873，鱗江祖支

房） まで 13名 （未詳を除 く），武進士が   功高 （乾隆四十五 年 ・1780，釣石祖支房）か ら  平

西 （光緒十五年 ・　1889， 与山祖支房）まで 5 名，武挙人が  燃光 （雍疋十三年 ・1735，与山祖

支房 ）か ら  鎭邦 （光緒十九年 ・1893， 鶴 州祖 支房）まで 18名であ る 。 表 8 に掲 げた李氏 の

「未詳」 は 『族譜』中にその名を見出せ なか っ た もの で
，

おそ ら く泰寧李氏に も雲歩李氏に も

属 さない 別の 李氏
一

族で あろ う。

麦氏

　麦氏に は ，『欖渓麦氏族譜』 （光緒十八年 ・1892の 序 を付す 。 初修は乾隆三 十六年 ・1771）が

あ る 。 こ の 『族譜』及び 『郷土志』 に よれば
， 麦必達が珠磯巷 か ら香 山黄旗都 の 黄角村 に 遷

居，必達 の 曾孫元俊が元至治三年 （1323）に小欖麦局坊に遷来 したと し ， 元俊 を小欖麦氏の 始

遷祖 と して い る 。 丁 口数 1800を数える 。 こ の 他 ， 大攬沙壟 に も必達の 弟必雄の 子孫と称する麦

姓 2 氏が 居住 しで お り， 移住後21 ・22世代 を経，丁 口数合 わせ て 75Dあるが ， 『欖渓麦氏族譜』

が包括す る範囲は必達の 子孫 の み で ある 。

　欖渓麦氏 は  楽隠
・楽耕で 2 支派に分かれ ， 楽隠派は 5世 で 長房南浦房 と二房 中渓房に分 支 ，

二 房 は さ らに 7世 で憐晦祖支房 ・益隆祖支房
・徳敷祖支房 ・汝実祖支房に分支 して

， 計 5支房

とな っ た
。   楽隠と始祖 か ら三 世祖まで を祀 る詩礼祠 （堂号敦悦堂 ）を大宗祠 とし て い る 。

（  楽耕を祀 る 「四 世祖祠」は別に ある）

　 『欖渓麦氏族譜』に は祭田 ・族人 の 行述 などに関する記述 が乏 しい ため，宗族の 沿革を知 る

手が か りは ほ とん どな い 。 科挙合格者 に つ い て み る と
， 遲士は   佑 （乾 隆三十四 年 ・1796， 汝

実祖支房） 1名 ， 挙 人は  徳孚 （万 暦二 十二 年 ・1594，憐晦祖 支房）か ら  析 （光緒二 十七

年 ・1901， 汝実祖 支房）まで 計18名出して い る 。 挙人 は
， 清初の

一
時期 を除 きほぼ各世代継続

し て 出て い る が ， 支房別に み る と益隆祖支房に集 中 して い る 。 武進士は   揮 （嘉靖軍十八 年 ・

1559
， 益隆祖支房） ・   熾昌 （道光十八 年 ・1838

，
南浦房）の 2名，武挙人は  文調 （嘉靖三

十七年 ・1559， 汝実祖支房）か ら  樹芬 （光緒十七年 ・1891， 南浦房）まで 14名で ある 。

　以 上，大欖都の有力宗族 4 宗族の 沿革を不 十分 なが ら概観 して きたが ，っ ぎに こ れ ら有力宗

族相 互の 関係 ， その もとで 大欖都 とい う地域社会 の 秩序が どの よ うに して維持 されて きたか
，

と い う問題 を検討する 。

　　 （ii）　 自治組織

　宋末 ， 寧安郷 （大欖都）の 崗頭村 に香 山寨 （砦）が 置か れた の が開村の始め とされ ， 明清 を

通 じて こ の 地に大欖巡検司が置か れ ， 歴代巡検が民政 と治安 を管轄 ， 香 山県地方権力の 末端を

担 っ て い たが ， 嘉慶年間 （1796〜1820）， 郭婆帯 ・ 張保 ら 「海盗」 の 活動が活発化 し t 陸上 の

三 合会 と結び つ い て 治安が悪化 した 。 『粤東省例新纂』に は
，

　　香山順徳両県之小欖 ・黄圃 ・容奇 ・ 桂洲等郷 ， 浜臨大海 ， 匪盗 出没靡常 。 先因海氛不靖，

　　経各紳民按 田抽費会議，各設公約，置造巡船 ， 雇募壮丁，配足器械 ， 防捕盗賊 。

ma
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とあり，順徳県の 容奇 ・ 桂洲 とともに香山県の 小欖 ・黄圃 に も公約 を設け ， 治安維持 に あた る

こ と に な っ た 旨が記 され て い る 。 しか し各時期の 『香山県志』 には小攬の 公約に関する 独立 し

た記事は み あた らず ， 光緒 『県志』巻十五
， 列伝の 記事中に ，

　　（何）応魁捐金五 頁，為郷里倡設公約，分置巡船，十口建嫺台 ， 督勇昼夜堵禦 ， 与県令彭

　　昭麟謀捕 。 土賊以絶内応 ， 賊至不得逞 。

とあ り，何応魁が 500兩 を提供 して公約 を開設 し ， 巡船を配置 した こ とが記 されて い る 。 何 応

魁は何氏†郎派南橋祖支房  応魁 （字振 沖，号春圃，生 員）である g 同 じ く何毅武の 条に も

　　郷人挙毅武治郷約事 。 嘉慶己區海賊郭婆帯等率賊船数十泊寨前海 ，人心洶洶。 毅武倡捐団

　　練 ， 日夜堵禦 。

とあ り， 『何氏 九郎族譜』巻四 ， に 「公于嘉慶年間辧郷約二 十余年」 とあ っ て ， 何毅武が20余

年間にわ た っ て 郷約を と りしき っ て い た こ とが記 されで い る 。 何毅武 は何 氏九郎派桂庭祖支房

  毅 i弐 （字純修 ， 号卓堂 ， 国学生 ， 乾隆二 十九年〜道光八 年 ・1764〜1828）で ある 。 嘉慶期 ，

小欖 の 公約に 関する 『県志1 の 記事は以上 の 通 りで あ るが ，『初志』に は
1 や や詳 しい 説明が

ある 。

　 『初志 』に よれ ば，嘉慶十四年 （1809），「郷人」が知県金毓奇に 申し出て 許可 され
， 「欖 郷

公約 （俗称公局）」 を何舜挙祠 に 「増設」 した 。 「約紳」 は 4 人で 「八 股内人士」が担当 し ， 主

に何，李，麦 3 姓の 人が充た っ た 。 公約は 「郷中自治事務」を掌握 して い た 。 また，公局 （公

約 ）は武装壮丁250人 （俗称二 百 五 ）を掌握 し，鎮内の 要所 に 配置 ，巡船 18艘 を所有 して 西海

十八 沙 に配備 した 。 これが 「護沙隊」の発端で あ る
，

と い う。

ee

　公約が おか れ た とい う何舜挙祠 は ，何 氏十郎派南橋祖支房 の 支祖   士簡 （号南橋）の 父   選

（宇舜挙）を祀 る祖祠で ある 。 「約紳」 に は 「八 股内人士」が 充 た っ た とい う 「八 股」 に つ い て

は ，『欖渓麦氏族譜』巻三 ，四世楽隠公 の 条に，

　　本祠前開欖都
一

図四 甲麦承祖戸 。 雍正七 年 ， 郷内倡建文 昌 ・巡撫両廟 ，始科六 股 。 詩礼祠

　　用麦承祖名聯合股傍 。 乾隆十五 年 ， 闥郷倡建欖 山書院 ， 広六股爲八股 ρ 嘉慶九年 ， 復稟准

　　大憲設立公約，各股倶仍其旧 。 前後郷内派科股吩銀両，倶 由楽隠祖項科出。

とあ り， 本祠即 ち  楽隠祖 を祀る麦氏 の 大宗祠で ある詩礼祠 は
， 納糧戸 と して 「欖都

一
図四 甲

麦承祖戸 」を開設 して い た こ と
， 雍正七年 （1729）に文 昌廟 ・巡撫廟建設に際 し初 め て 「六股」

を設 けて 建設資金 を （大欖都内の 各宗族 ・各団体 に）割 り当て たこ と
，

こ の 時詩礼祠は ．麦承

祖 （納糧 戸名 ） の 名義で 「六股」 に 加わ っ た こ と
， 乾隆十 五 年 （1750）， 撹 山書 院建設 の 際 に

こ の 「六 股」を拡充 して 「八股」 としたこ と，嘉慶九年 （1804）の 公約 （欖郷公約）設立の 際

もこの 方法が踏襲 された こ と
， などが わか る。

　 「六股」 ・ 「八 股」は もともと文昌廟 ・欖山書院などを建設する ため の 醵金組織で あ っ た 。

欖 山書院は，香 山県で乾隆期以降相次 い で 設立 される こ とに なる書院の 魁 とな っ た書院で あ る 。

「六股」の 内実は不 明で あるが ，「入 股」 につ い て は 『初志」 に
， 「乾 隆十 四年，知県暴燈が 郷

人侮紹禹らと八 股を組織 して 出資金を集め合同で欖山書院を建設 した。 八 股の内訳は ， 何雲顕

（九郎）が 1 股 ， 何世聯 （十郎 ）が 2 股 ， 李実 （李氏尚書大宗祠）が 1股半 ， 麦承祖 （麦氏詩

礼祠）が 1股，衛所が 1 股 ，
五益掌 （佑賢書院）が 1股，及び六 姓訪合書院が半股で あっ た 。 」

と記され て い る （185頁）q 何紹禹は十郎派迎陽祖支房  紹禹 （字英図 ， 号 芸菊 ， 廩隼）で
， 前

出の 米商何世寧 と同房 で ある 。 股 は株 丼 資本金の 単位の こ とで
，

｝ 股 当た りの 金額は不明だが
，
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「八 股」の 内訳は何世聯が 2
， 李実が 1．5， 何雲顕 ・麦承祖 ・衛所 ・五 益同が各 1

， 六姓新合書

院がO．5の 割合で 書 院建設資金 を負担 して い る 。 何雲顕 ・何 世聯は
， それぞ れ九郎派 と十郎派

の 同族組織名 （図甲制上 の納糧戸名）で ある 。 麦承祖に つ い て は上述の とお りで あ り， 李実 も

同様に泰寧李氏 の 同族組織名 で ある
Pt）

。 衛所 ・五益堂 ・六姓訴合書 院に つ い て は こ の 記述だ け

で は その 内容が うかが えな い が，道光 『県志亅巻末の 付録 に，『県志』刊行に参加した全県 の

「採訪勧簽値事」（取材 ・募金担当者）と 「簽助」（寄付者）の 名簿が載 っ て お り，
こ れ ら組織

の 内容を うか が う手が か りを与えて くれ る 。

　表 9 は
， 大欖都の 道光 『県志』刊行資金寄付者の 姓 と人数及び寄付金の 合計額 を募金単位 ご

と に まとめ 『県志 』の 記載順 に従 っ て 上 か ら順 に並 べ た もの で ある 。 「欖都採訪勧簽値事」 に

は，「生 員何暹 （九郎派桂庭祖支房  ），訓導何応文 （十郎派粤峯祖支房  ，字昭泰，前出
“

四

泰
”

4兄弟 の 長兄 ）， 挙人李海晏 （鱗江祖支房  ）， 挙人麦誕 （未詳）」 の 4 名が挙が っ てお り，

「簽助」 には 何雲顕股 として計6ア名に上 る九郎派族人の 姓名が ，同様に何世聯股 137名，李実股

84名 ， 麦承祖股 74名 ， 六姓股計 5姓 59名 ，
三 衛所計 18姓 49名 ， 五 益 同股計 4 姓 62名 ， 「欖都各

姓」計 19姓57名 ， 末尾 に 「古鎮 ・曹歩 ・海洲」の 計14姓54名の 姓名が 挙が っ て い る
。

こ れ に よ

り， 乾 隆十 四年 （1749）の欖 山書院創設以 来 ， 嘉慶十四年 （1809）の公約設立 を経 て
， 道光八

年 （1828）の 『県志』刊行 まで 大欖都で は
， 何雲顕 ・何 世聯 ・李実 ・麦承祖 の 四 つ の 同族組織

と六 姓股 （六姓新合書院） ・三衛所 （衛所） ・五 益同股 （五益同）な ど の 組織が 維持 され ，教

育 ・
文化 ・治安維持な どの 「郷 中自治事務」 を掌握する組織 と して 機能 し続けて きた こ と

， ま

た
， 六姓股 ・三 衛所 ・五 益同股な どの 実体は複数の 宗族の 合同組織で あ っ た こ と，を知 りうる

の で あ る 。 つ ぎに こ れ ら組織 を構成 して い る各宗族に つ い て み て い きた い 。

〈六 姓股 〉

　蕭姓 ；民 国 『続志』，氏族 に よれ ば徳受を始遷祖 とす る 1氏 の み で ，明初小欖 に移住 ，20世

代 を経 て 清 末民 国初期の 丁 口数 800， 清代 を通 し て 6 名の 武挙 人 を出 して い る が
， 進士 ・挙 人

は 出て い な い 。 蕭姓 19名 は こ の
一族 の 族人で あろ う。

　梁姓 ；民 国 『続志』，氏族に始遷祖 を異にする計13の 梁氏が あが っ て い る 。 うち 1氏 は淳化

（字卿判 ， 号 緒菴）を始遷祖 と し大欖 に居住する 梁氏で
， 『大欖梁氏族譜 』（民国十五 年 ・1926

の 跋を付す）が あ り，それ に よる と大欖 梁氏 は宋末に珠磯巷か ら移住後600余年 を経 た と して

お り， 清 末期の 丁口数280余 ， 明景泰 7 年 （1456） に  錫鵬が挙 人に 合格 して 以来科挙合格 者

は 出て い な い
。 小欖の 梁氏で 移住時期が最も古 く丁口数も多い の は 文璧 を始遷祖 とし，25世代

を経て 1200人 を擁iする梁氏で あ るが
， 『族譜』を欠い て い る 。 〈六姓股 〉 の 梁姓 18名中 ， 梁至光

（監生 ）が大攬梁氏 の 19世孫 で ある こ とが 『族譜」に よ っ て確認 で きた以外 ， 残 りの 梁姓 17名

が ど の 梁氏 に属す る人物なの か知 る手が か りが な い 。 また梁姓 は前掲表 7 の とお り明清を通 じ

て計 ll名 （内1名は梁錫鵬）の 挙人 を出 して い るが ，同 じ くどの 梁氏の 族人 な の か知る 由が な

い o

　李姓 ； 9名中，武挙人李子辰 ・李子 正 ，武生李子泰，恩貢李殿書 の 4 名は前出雲歩李氏 の族

人 （元派21世 と22世）で あ る こ とが民国十七年重輯 『雲歩李氏宗譜』（栄典譜）に よっ て確認

され るか ら ，
こ の 李氏 は李実股の 泰寧李氏 とは別の 李氏

一
族で あ る 。 残 る 5名 も管見の か ぎり

で は李実股 の李氏 に は含 まれ な い ようで あ る 。

　伍姓 ；3 氏あ るが ，
こ の 伍氏は播義 を始遷祖とし ， 21世代を経 ， 丁口 数500とされ て い る伍
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播義の
一
族で あろ う。 他の 2 氏は移住後それ ぞ れ 8 世代 と10世代 しか経て い な い

。

　劉姓 ： 6氏 あるが，こ こ に挙げ られて い る劉氏 は締綬 を始遷祖 とし22世代 を経 ，丁 口数500

とされて い る劉氏で あろ う。 他 の 5 氏は最 も早 い もの で も13世代 しか経 て い な い
。

　六姓股 とある に もかか わ らず 5姓の 族人 しか寄付者名簿 にな く，最後の 1姓が どうな っ たの

か不明である 。

〈三衛所 〉

　明初 ，大欖都 に置か れた広州右衛 ・広州後衛 ・広海衛 の 3衛所 に 淵源 を有す る 。 三衛所 49名

の 中には18姓 が含まれて い る 。

表 9　 『県志亅刊行資金寄付者 （大欖都）

寄付者 の 姓
・
人数 計 金額

何雲顕股 何 67 67名 158元

何世聯股 何 137 137〃 258〃

六姓股 蕭19，梁18，李9，伍 7，劉6 59〃 104〃

李実股 李 84 84〃 192〃

麦承祖股 麦 74 74〃 122〃

三 衛所 三衛所

羅lI，張8，譚 ・朱各5，何3，梁 ・董 ・袁 ・蒋各2，

馮 ・周 ・盧 ・孔 ・倉 ・孫 ・蔡 ・厳 ・焦各1 49〃

45〃

60〃

五 益同股 何22，梁15，鍾14，李 11 62〃 104〃

欖都各姓 郢 1L 左9，陳6，劉 ・盧各4，蕭 ・譚 ・麦各3，
梁 ・呉 ・

程各2，欧 ・蘇 ・楊 ・高 ・藍 ・甘 ・羅 ・黄各 1 57〃 ア3 〃

古鎮
・
曹歩

・

海洲

蔡
・
袁各10，李7，陳6，都

・
欧各4，張3，

林
・
蘇

・魏各2，何
・
馮

・劉 ・
区各1 54〃 91〃

　羅姓 ；49名 中ll名 を 占め る 。 民国 『続志』， 氏族 に よる と羅姓は 5氏 ある が ， 内 1氏 は大欖

に居住 し ， 瑞 （字怡峨） を始遷祖 と し21世代 を経 ， 丁 口数600を擁 して い る 。 こ の 大欖 羅氏 に

は民 国七年 （1918）重修 の 『大欖羅氏族譜』（初修は嘉慶五 年 ・1800）が あ り， それ に よ る と
，

「二 世乙 堂公 ，
三世康祥公隷欖都軍籍」 （譜序 ）「我祖乙 堂公年約七十有 三

， 康祥公 年約 四 十有

八 。 維時父子偕従世襲錦衣衛百戸 劉起晨公祖 上 ， 分屯広海衛軍，因遷於大欖東寧坊 而居」 （巻

二
， 世系 ，

三 世祖康祥公の 条）とあ り，  乙堂 ・  康祥父子が ともに 世襲錦 衣衛百戸劉起晨 の

下 で広海衛軍 に配属 されて い たこ とを記 して い る 。

OS
また ，   志 剛 （字秉元 t 号健菴 ）の 条 に

「公魁梧奇偉，為広海衛軍屯長丁，康煕癸卯冬遷徙欖都……」 とあ り，  康祥 以降清初 ま で 軍

籍を世襲 して きたこ とがわかる 。 こ の 羅氏か らは   珊
・
  深兄弟がそれぞれ道光五 年

・同十

九年 （1825・1839）， 挙人に ，  龍驤が雍正 四年 q726），   夢龍 が康熙五 十九年 （1720），   炳

が乾隆元年 （1736）に ， それ ぞ れ武挙人 にな っ て い る 。

　張姓 ：羅姓 に つ い で 多 く， 8名 い る 。 民 国 『続志 」， 氏族 に は
， 張姓 は 5 氏 あが っ て い る 。

一
方 ， i郷土志』巻七 ，氏族に 「欖都小欖張族 ， 始遷祖日夢蘭 ， 日岱峰 。 由番禺石井遷小欖 ，

同隷衛所軍籍 ， 現伝十八 世 ， 人口 八 百余 。 」 とあ る か ら
，

こ こ に 挙 げ られ て い る 張氏 は
， 夢

蘭 ・岱峰を始遷祖 とし
， 明代に 軍籍で あ っ た とい うこ の 張氏 で あ ろ う。

　そ の 他 の 諸姓に つ い て は 『族譜』に基づ い て確認す る こ とは で きない が ， 明代 に各地か ら集

め られた衛所の 軍官 ， 屯田兵の 子孫 で あろ う。 清代雍正 三年 （1725）に 衛所 制度は 廃止 され た
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が
， 大欖都の社会組織 ・住民の 自治組織と して の 衛所は維持され て い たもの とみ られ る

。
こ の

中に 明初 ， 軍籍にあっ た李氏が 含まれ て い ない の は
， 李孫宸の代で 軍籍か ら民籍に 転じたた め

で あ る。 （前出）

〈翆益堂股 〉

　何姓22名 ， 梁姓15名 ， 鍾姓14名 t 李姓11名か ら成 るが
，

こ の 中に 既述 の 何姓 （九郎派 t 十郎

派），梁姓 （大欖梁氏）
？
李姓 （泰寧李氏

・
雲歩李氏）の 族人 は，それ ぞ れ の 『族譜』を一

瞥 し

た限 りで は ， 含まれて い ない よ うで ある 。

　鍾姓 ；こ こで 初めて登場する 。 民国 「続志』， 氏族 に
， 子 良を始遷祖 と し新会県棠下郷から

遷居 ， 12世代を経て
， 丁 口tw1200を擁する鍾姓 1氏が挙が っ て い る 。 移住後12世代を経た とい

うの で あるか ら
， 移住時期は明末清初 の頃で あろ う。 鍾氏か らは鍾廷顕 が嘉慶十；年 （1807），

鍾栄光
 
が 光緒二 十年 （1894）， そ れ ぞ れ挙人 に合格，鍾天 覚が乾隆二 十 一

年 （1756）に武挙

人 に な っ た の を庚切 りに
， 乾 隆〜嘉慶期に 7 名 ， 道光 〜同治期に 2 名の 武挙 人を出して い る 。

乾隆〜嘉慶期 の 武挙人に限 っ て い えば
，
何氏十郎派 に次 ぐ数で ある 。

　 『初志』 の 記述 か ら佑賢書 院 （道光九 年 ・1829，小欖 に 設立 ）は こ の 4姓 の 宗族が 共同で 設

立 した らしい ζとがわ か る 。 五益同股 を構成する 4 姓 は，おそ ら く既 出の 何 t 梁
・李 3 氏に は

属さな い 何 ・梁 ・李 3姓 と鍾姓の 合同組織な の で あ ろ う。

〈欖都各姓 〉

　多 い 順に郵姓 11名 ， 左姓 9 名， 陳姓 6 名な ど計19姓 を含んで い る 。 肩書 きは，生員 ， 武生 ，

監生 ， 武職 ， 職貝などで，葺貢以上の 有資格 者は文武 と もに含 まれて い な い
。

　郡姓 ；民国 『続志』， 氏族 に 7 氏挙が っ て い る が
， 7氏合わ せ て も丁口数500に満た ない

。 7

氏中 5氏は い ずれ も順徳県甘竹村か ら小欖に遷居 して お り，もとは同族で あ っ た可 能性が 高い

が
， 始遷祖 を基準 にまとめ たた め か

， それ ぞれ別個の 宗族 と して 扱わ れて い る。 移住時期が最

も古 ぐ丁口数が多い の は
， 瑞興 を始遷祖 とし，11世代 を経，丁口数llOの 郵

一
族で ある 。 ほ か

に ， 文裕 を始遷祖 とする
一

族 に つ い て 「至 文裕乾 隆間業商於小欖 ， 因家焉 。 有子九人 ， 遂開戸

族 。 現歴六代 ， 丁 口六十余 人」 とあり， 乾 隆期に小欖 に移住 して 商業 に従事 ， 戸 籍を開 くに至

っ な顔果の 宗族で あ る p．なお ， 嘉慶十三年 （1808），鄰天 申が武挙人に ，咸豊六 年 （1856），鄲

夢魁が 武進士 に な o てい るが，
こ の 両名が どの 鄲氏の 族人なの か 知る由は ない 。

　奉姓 ；珍 由を始遷祖 と し，移侮後19世代 を経，丁口数250の 1氏の み で ，移住時期 は比較的

盲いが ，文域ともに挙人 以上 の有資格者は 1名 も出て い な い 。

　道光 『県志』が編纂 された道光八年当時 （清代中期），大攬 都に は 150近 い 宗族が居住 してい

た と推定され るか ら （古鎮 ・ 曹歩 ・海洲 は除 く。 民国 『続志』， 氏族 に は古鎮 ・曹歩 ・海洲の

宗族は 1氏 しかあが っ て い な い ），六姓股，三衛所，五 益堂股，欖都各姓 の い ずれ に も含まれ

ない 宗族が90前後あ っ た ζ と に なる 。

　ζ邑るで小欖で は ， 菊を栽培
！

鑑 賞，
品評する風が盛 ん であ っ たが ， 乾 隆四 十七年 （1782）

に菊花 会を催すこ とにな っ た 。 初め は不定期で あ っ た が
， 嘉慶十九年 （1814）に嘉慶 甲戌菊花

会を開催し て 以後，同治十 三 年甲戌 （1874），民国二 十三 年甲戌 （1934）と60年に ユ度 ， 大規

模 な建醵菊花会を開催す る に至っ た。 こ の 建醺菊花会に つ い て は ， 既 に 田仲
一

成氏 に よ る 研究

が あり， 宗族の 勢力関係
・
菊花会の 主催組織 ・上演 され た演劇内容な どの 時代変遷が 包括的に
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考察 されて い る 。 表10は田仲氏 の 研究 をふ まえ， 民国二 十三 年刊 『中山欖鎮菊花 大会彙編』
en

に基づ い て菊花会開催単位 と上 述の 小欖 自治組織 と の 対応 関係 を示 した もの で あ る 。 「〜姓」

「〜族」「〜氏」が 混在 し て い る の は
， 上 記 『彙翻 記載の 用語 をそ の まま使用 したたあで あ

る 。

　嘉慶菊花会の 開催単位 は 「菊社」で
， 表10に 掲げた通 り計 10の 「菊社」が 結成 され たδ 何太

卿大宗祠 ・何内閣大宗祠 ・李尚書大宗祠 ・麦姓祖祠はそれぞれ何氏九郎派 ・何氏十郎派 ・泰寧

李氏 ・欖渓麦氏 の 大宗祠 で
， 「入 股」内の 4 宗族に 対応 して い る 。 李慕橋祠 は泰寧李氏与山祖

支房  厥初 （字宇純，号慕橋）以下 16世 まで を祀 る宗祠で ある 。 薫姓大宗祠 は上 述 「六 姓股」

中の 蕭氏の 大宗祠で あろ う。 梁岱峯祠 と泰寧道果堂は未詳 。 衛籍に つ い ては
，

上記 『中山欖鎮

菊花大会彙 編』 中の 「（民 国二 十 三 年）衛所菊花会勧捐小 引」に ，「（衛所）十六 所屯丁 聚處…

…我衛所戸逾十千」とあ り， 民国期 まで 衛所組織は維持 され， 戸 口は万 を超 えて い た こ とがわ

かる 。 四 図は，第四 の 図に属する新興宗族の 連合組織であ う たと推測され る 。

pm

表 10　小欖 自治組織と菊花会闘催単位対照表

八股 菊社 『県志』寄付単位 菊花会 菊花会

（乾隆王4年） （嘉慶 19年） （道光 7年） （同治13年） （民国23年）

纔郷 欖鎮

何族

何雲顕 （九 郎） 何太卿大宗祠 何雲顕股 何氏 流 慶堂

何世聯 〔十郎） 何内閣大宗祠 何世聯股 何氏冩環堂

李実 李尚書大宗祠 李実股 李姓 撃族

（尚書大宗祠） 李慕橋 祠

麦承祖 麦姓祖祠 麦承祖股 麦姓 麦族始興

（麦氏詩礼祠） 麦樹徳堂

欖渓麦 三 華綱

蕭姓大宗祠 甘劉両姓

梁岱峯祠

六姓訴合書院 六姓股 撹鎮新市街

五 益堂 五 益堂股 欖鎮慈恩坊夫廟前

（佑賢書院） 四 図 沙白崗洲社

欖都各姓 欖鎭円美巷

泰寧道果堂 下 基 二 三 社

小欖南門直街

攬鎮北区

大攪 大欖

衛所 衛籍 一三衛所 、 衛所

　表IOの 「八 股」，菊社，『県志』寄付単位，同治菊花会，民 国菊花会の 対応 関係をみ る と，有

力 4 宗族 の大宗祠；宗族組織 は同治菊花会を除 きい ずれに も加わ っ て い る 。 同治菊花会 の 主催

団体が少ない の は
， 同治十三 年 （1874）が 同治帝崩御の 年に あた っ た ためで あろ う。 何環 （十

郎派  ，後出）が 自粛令を出 した とい われて
：

い る （『初志」）。 何環は，同治十
一

年十月 ， 父の

喪に眼する た め両江総督の 職 を辞 して 帰郷 ， 光緒二 年 （1876） まで小欖 に と どま っ て い た （民
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国 『続志』巻十
一

，列伝）。 菊花会 その もの は開催 され ，何氏兩宗族 とも大宗祠 に会場 を設営

し，対聯を掲げて は い るが，おそら く同族 で ある何環の 自粛令に従 っ て 主催 団体 に は顔 を出 さ

ず ， 「欖郷」全体の 背後 に か くれ た形 を と っ た もの と推測 され る 。 李 氏 と麦氏以外の 諸宗族や

衛籍の 諸宗族もこ れに追随 したので はある まい か 。 民国菊花会の 開催団体 として新たに登場 し

た もの の 多 くは商 店街組織 とみ られ一 例 えば
， 「欖鎭新 市街 甲戌菊花会小 引」に 「本街人専

商務」 とある一
， 商人勢力の 台頭 を反映 して い る と考 えて よ い で あろ う。

　大欖都の 自治組織 は有 力 4 宗族 を 中核 と し
， その 周囲に 六 姓股 ・五益堂 ・衛所な ど中小宗族

の 合同組織が あ り，そ の 下 に は，宗祠建設や 『族譜亅編纂などを通 じて 独 自の 宗族組織を形成

する に至 っ て い な い
， 移住後 日の 浅 い 新来 の 宗族 や零細弱小の 宗族 （他郷 ・他県の 大宗族の 支

派を含む）が多数存在 した と推測さ れる 。 4 宗族の 中で は何氏十郎派が，経済力 ・政治力 ・武

装力 と もに他 を圧 して い た 。 前 に見 た とお り何氏 九郎派 ， 十郎派 ， 泰寧李氏 は
， 明末期 に そろ

っ て進士 を出し （嘉靖二 十年 ・1541，九郎派の何派行が 進士 に合格する まで 大欖都か ら進士 は

出て い ない ）， 何派行が太僕 寺正卿 ， 何吾駿 が礼部 尚書 ， 李孫宸が南 京礼部 尚書 ，
と い ずれ も

中央政 府の 高官 とな り， 大欖都の 望族 と して轡 を並 べ て ス タ
ー

トした形だが ， 「八 股」の 内

訳 ・科挙合格者 数な どか らみる と， その 中か ら何氏十郎派が抜 きん 出て きた もの とみ られる 。

そ の 時期は お そ ら く清 中ra　 ： 乾隆 ・嘉慶期で あ ろ う。 清 中期 は
， 東海十六 沙 ・西海十八 沙にお

ける沙田 開発が飛躍的 に 進 ん だ時期で あ り
， 大欖都へ の 移住 者が急増 した時期で もある （第22

号参照）。 そ して こ の 頃か ら十郎派 ， 中で も南橋祖支房 は武進士 ・武挙人 を多数輩出 し始 め る 。

前に ，富裕な宗族が 沙田取得と警備の ため の 戦略と して 武生 の 養成 に力 をい れた の で は な い か ，

と述 べ た が ， 何氏十郎派 の場合単に
一

族の 沙田経 営の 必要上
， 宗族武装 に力を入れ た とい うに

止 まらず ， 新来の 多 くの 弱小 宗族 を束ね ， 急増す る 人口 を傘下 に お さめ て 大欖都全体の 支配権

を掌握する ため の 政 治的 ・社会的戦略が あ っ た の で は ある まい か 。 何氏九郎派 と十郎派が 明末

以来 別々 に 大宗祠 を有 しなが ら
， 同治十二 年 （1873）に な っ て 兩派共通の 始祖  稟を祀 る僕射

祖祠 の 祭田 を購 入 ・管理す る ため 初め て 「万福会」 を合 同で 組織 し， 「同族結合」 を強化 し始

め た の も， 他の 有力 2氏 （李 ・麦）を抑えて寡頭支配 を実現する ためで あ っ た と考え られ る 。

　武進士 ・武挙人 らにたい する社会的評価 は
，

一
般 に は低 い と されるが ， 『県志』列伝 に例 え

ば，何氏 十郎 派  長清 に つ い て 「服官三十 余年，……戎事余間兼耽翰墨，有儒将風」 （民 國

『続志』巻十
一

t 列伝）とあ り， 小欖最初の 武進士 とな っ た  麦揮 に つ い て は
， 初 め 「文」 を

志 した が後 「武」に転 じた こ と ， 著作 に 『周易講意』が ある こ とが記され て い る （乾隆 『県志』

巻六 ， 人物 ， 武功）。 また ， 咸豊二 年 （1852）の 進士で 何氏十郎派 の   瑞丹 に つ い て は
， 「胆略

過人，尤以 剣技 聞」とあ り，天 地会反乱で は ，「獲巨寇某，手剣戮之」 とあ るな ど，（民 國 『続

志』巻十
一

， 列伝）， 武将 も文の 嗜み が あ り， 文官 も武術 に優れ て い る こ とが 讃 えられ て お り，

小欖で は武人 ・武術を尊重する 「尚武」の 気風が 残っ て い た ようで ある 。 そ れはおそ ら く．明

代，小欖 に衛所 がおか れ，沙 田開発が屯田 兵 に よ っ て お こ なわ れた こ と
， 「当時爲 軍者皆有英

雄之誇」 （前 出） とある よ うに軍人で ある こ とは誇 りで あ っ た こ と
， そ して何氏九郎派 ， 泰寧

李氏 な ど の 望族 も軍籍 か ら ス タ
ー

トして い る こ とな どに由来す る の で あろ う。

　 さらに ，何氏十郎派の 科挙合格者の 多 くは
， 実 際に文武の 官職 を経験 して い る もの が多い 。

外地で 実地 に 行政 ・軍事の 経験 をつ んだ郷紳 と科挙資格 を有す る の み の 郷紳 とで は地域社会に
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及ぼ す影響力が 自ず と異 なるで あ ろ うし，地 方政府 と の 関係 に お い て も ， 行政経験 の 有無 ， 官

界 に おける人脈 など の 点で 差が出て くるで あろ う。
こ の面か ら小欖の 科挙合格者に つ い て み る

と，進士 で 翰林院 ・五 寺 ・六部な どり中央官庁 もしくは地方長官 クラ ス の 職位 を得 た者は
， 明

代に何派行 （太僕寺卿 ， 九郎派  ） ・何吾 騎 （礼部尚書 ， 十郎派  ） ・李孫宸 （南京礼部 尚書 ，

泰寧李氏  ） ・盧兆龍 （太常寺少卿）の 4 名 ， 清代 に梁雲扶 （吏部主事） ・麦佑 （刑部山西司

郎中
， 欖渓麦氏  ） ・何環 （翰林院編修 ， 閾浙 総督兼署福 州将 軍 ， 十郎派   ） ・

何瑞丹 （翰

林院庶吉士 ， 十郎派   ） ・何友済 （刑部安徽司主事 ， 十郎派  ） ・何子塰 （戸部員外郎 ， 十郎

派  ） ・李翰芬 （翰林院編修 ， 広西提 学使 ， 泰寧李 氏  ） ・何作猷 （翰林 院編修 ， 甘粛甘 州府

知府，十郎派  ）の 8名で ，こ の 8名中， 5名が何 氏，しか も全員十郎派の 族人で ある 。 挙人

で は
， 知府 ・知県の 職 を得た者 は

， 明代 8名 に 対 し， 清代 は 18名で ，内， 7 名を十郎派が しめ

て い る 。

一
方，清代の 武進士 は何定江 （浙江提督 ， 十郎派  ） ・何長清 （広東水師提督 ， 十郎

派  ） ・李功高 （署 川北鎭総兵 ， 泰寧李氏  ） ・何 観元 （貴州古州鎭総兵，十郎派  ） ・麦熾

昌 （重慶鎭総 兵 ， 欖渓麦 氏  ） ・何 長栄 （四川重慶 ・松藩 ・建 昌 ・川北諸 鎭総 兵 ， 十 郎派

  ） ・李平西 （貴州鎭遠鎭総兵 ， 泰寧李氏  ）等 ， その ほ とん どが従
一

品か ら正五 品まで の 武

職に つ い て い る 。

　清代 ， 最 も高位 に 上 っ た小欖 出身者は
， 文官で は間浙総督何環 ， 武官で は浙江提督何定江 と

広東水 師提督何長清で ，い ずれ も何氏十郎派の 族人 で あ る 。 何環の 祖父  文明 （閑所祖支房 ）

は乾隆四十四 年 （1779）の 挙人 で ，河南省内 の 清川県 な ど数県 の 知県 を歴 任 して い る 。 その 子

  日愈は捐例 に よ っ て 州吏目を得，四川省に分発 ，署塾江県典史を振 り出 しに，少数民族 と漢

族 の 融和をは か る な ど地 方行政 の 実績 をあ げ，四 川の 岳池県知県 ・署屏山県知県な ど を歴 任 し

た 。 その子 が  環 で ある 。   環 （字伯玉 ， 号小宋 ， 道光二 十七 年 ・　1847進士 ， ） は
， 翰林 院編

修か ら江南 道監察御史 ， 戸 科給事中等 を経て
， 同 治元 年 （1862），両江 総 督曾 国藩の 幕僚 とな

り，福建 ・山西 ・江蘇各巡撫 ，署 両 江 総 督兼弁理 通商事務大臣 ， 閾浙総督 兼署福州将軍 な ど

を歴 任 した 。 第二次ア ヘ ン戦争の 際 は
， 広州 を占領 した英仏軍に 対 し， 広州周辺の 団練 を集め

て広州 を包囲する策な どを上疏する こ と 8度 に及んだ とい う。武 官の   定江 （字景宗，号静軒，

乾隆四十 五 年 ・1780武進士 ，南橋祖支房 ）は何氏十郎派最初の 武進士で
， 浙江 ・福 建海域で

海盗の 掃討 に度々 功 をたて ，浙江定海鎮総兵 を経て 浙江提督 まで昇進 した 。   長清 （字揚宗，

別字楡庭 ， 同治二 年 ・1863武 進士 ， 純斎 祖支房 ）は 「父 （  展鵬）の 遺命」 を奉 じて 雲南 に

赴 き， 回民起義鎮圧 に従事 ， 大理府城 の 奪回等に功 をあげた後帰郷，光緒十三 年 （1887）， 香

山 ・順徳 ・新会な ど の 治安対策の た め，両広総督張之洞 の 推薦 に よ り，署香 山副将 に昇任 ， 郷

紳 らを集め て 郷局章程 を定めた 。 さ ら に 署北海鎮総兵など を経て
， 広東水師提督 を授けられ た

。

『県志』列伝には，「服官三 十余年．
……戎事余間兼耽翰墨

， 有儒将風」 とあ り， 両広総督李瀚

章は 「謀勇兼優 ， 調度有方堪 ， 勝総兵之任」 と上 奏 した とい う 。 そ の 兄  長栄 （字栄宗 ， 別字

榴庭，同治元年 ・1862武進士 ）も四 川 の 重慶 ・松潘 ・建昌 ・川北諸鎭の 総兵 を歴任 ， 任に卒

して い る 。 （民国 『続志』巻十
一

， 列伝）

　何氏十郎派は
， 沙田経営と商業活動に よ っ て蓄積 した財力 に基づ い て

， 多数の 郷紳 ・武郷紳

を輩出 し， 総督 e知府 ・知県などの 地方官もし くは地方行政経験者，提督 ・総兵な どの武官あ

る い は武職経験者 を擁 して政治的に も軍事的に も圧倒 的優位 に立 ち ， 大欖都 とい う地域社 会の

「自治」を総攬し て い た，とい える 。 （待続）
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註

（20）高隼載 ・梁隼海主繻 il小欖領初志 』， 1986， 6 頁 ・158頁及 び第22号 註   参照。

（21）新会 河村 （後 ， 新会 県城 尚書坊 に 遷 る）の 何氏は貴一郎 の ，番禺沙湾 の 何氏 は貴六郎の 子孫など

　　 と称 して い る 。 こ れ ら珠江 三角州各県の 何氏の 来歴 と相互関係に つ い て は ， 刈志倖 「祖先系譜

　　 的重枸及 其意又
一

珠 江 三角洲
一

个宗族的 个案分析 」
「
中国社 会餐済 史研究』， 1992年 第 4 期 ，

　　 に 示唆 に 富 む指摘が あ る。

（22）『初志』 233頁 に ，「僕射何公祠　清同治十二 年 （1873）由九、十 兩房組合万福会積資合建 」 と あ

　　 り，同治年間に初め て祖祠が建設さ れ た よ うに記 して い るが ，

『何氏九郎族譜』巻
一

に ， 十郎派

　　   何 鞏道 が 記 した
「
創建僕射祖 祠原序 」 が 収 載 され て い る こ と か らみ て ，祖祠 が 創建 された時

　　 期 は明末清初期で あろ う。

（23） 『初志』 ユ58頁 ・309頁。なお ，同書99頁 に は，  顕民 （号月溪）・  図源 父子 は合わ せ て 私 田 3万

　　 8400余畝を有 して い た ， とある 。

（24）『農業志 』
一

の 78頁 ・85頁。

（25）黄肩 臣
「
明清珠江三 角洲的 商並与商並 資本初 探 」

『
明清广 奈社会経 済形恣研 究』 ， 广奈 人民出版

　　 社， 1985。

（26）こ の他 ， 何晶懐が小欖最大 の 塩商人であっ た と して い る 。 長房南橋祖支房20世は その ほ とん ど

　　 が 字 に 品 の 字を用 い て お り，何 品懐 もこ の 支房め同輩で はな い か と推測され るが ，確認で きな い 。

（27）許友根
『武挙制度史略 』， 赤州大学出版社 ， 1997， に よる。武科拳に関する研 究はほ とんど未開

　　 拓の 分野に属 し，例えば楊君勘 『清代的武科考試』， 東方雑誌 ， 復刊 昏 2，1971， も武科挙受験

　　 の 手続 き， 修練の実態 ， 武郷紳 が 果た した 杜会 的役割等の 問題 に は触れ て い な い 。

（28）拙稿
「
珠江デ ル タ の 地域社会 」

『
東洋文化研究所紀要 』 第124冊，平成 6 年，参照。

（29）本稿 II（2）（ii）西海 十八 沙 の 項参 照。

（30）『泰寧李氏族譜』 巻二 f 三世祖光祖 の 伝及 び 『大欖羅氏族譜』 巻二
， 世系。明代の 衛 籍 ・軍戸 に

　　 関 して ほ ， （1）川 越泰博 「明代軍事史に 関する 研究状況 をめ ぐっ て 」
『明清時代 史 の 基本 問題 』 ，

　　 汲古書院，1997，（2）頤減
「淡明代 的 9 籍」

『
北京師範大學學報』 （杜科版 ）， 1989年 第5期，（3）于

　　 志嘉 「
明代軍戸 の 社会的地位に っ い て 一 科挙 と任官に お い て 一

」
「東洋学報』 第71巻第 3・4

　　号，1990， 等参照。于志嘉論文 に よれぼ，「環集軍 」 は 「二 ・ 三 の 戸 を合 せ て
一

つ の 単位 と し，

　　 正 軍 戸 か ら
一

丁 を出して 軍役に 就か せ ， 外の 戸 を貼戸 に して 軍装 を幇 貼せ しめ る」 もの であ

　　 り， 明初、民戸 か ら軍丁 を選 出する時 に 使 っ た方法だ とい う。大鵬所千戸所が どの 衛 に属す る

　　 か は未詳 。

（31）『郷 土志 』巻七 ， 氏族に 「欖都小攬李族、始遷祖必貴、……孫光祖隷大鵬軍、入伝 至尚書文介公

　　 孫宸、始改民籍」 と あ り， 孫宸 の代で 軍籍か ら民籍に 変わ っ た こ とが わか る。

（32）『
粤東省例新纂』 巻五，兵例 輯捕，「香順紳民設立公 約輯捕」。

（33） さら に ， 嘉慶十九年，両 広総督那彦成が 「五堆」 を設立 ， 壮丁328名 と巡船 6艘を募集 して水陸

　　 の 要衝 に 配置 した 、

厂
五堆 」 は う 東 ・ 西 ・南 ・北 ・中の 5 ヵ 所

一
お そ ら く小 高 い 丘 一

に設け

　　 られ ， 公局 が 兵貝 を派 出 した， とい う。「
欖郷公約 」 に 関 しては ， 何仰鎬 「

小欖 創建 及其沿革」

　　 『
僑港欖 鎮同郷会六十 周年紀年特刊 』， 1981，を参照。本資料は 田仲一成氏の ご好意に より見 る

　　 こ と が で きた。な お，『初志』 の 記述もこ の何仰鎬氏の 文章をほ とん ど そ の まま引 い で い る 。

（34） 『
初 志 』 101頁 に ， 康煕三年 ，

「
郷 中三 図里排何世聯 、李嵐 梁鴻業等」 が総督

・巡撫に遷 海 を免

　　 除 して ほ しい 旨請願 したが聞 き入れ られ なか っ た i とす る， 麦応栄 『
概溪劫灰録 』 に 基 づ く記

　　 述が あ る。『
大欖梁 氏族譜』 に も，「康煕 三 年三 図里排何世 聯等 …・・

」 の 語が み える。
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（35）康 煕 『県志 』 巻九 ， 屯 田 ， に
厂
広海衛屯 田 地畝 、……大欖 屯 田 原列 四所、一

劉 起辰 （晨 ）所 、一

　　 張鑑所、一
錢応所 、一

陳鑑所 、共税 八十五頃九 十三 畝
……。」 とあ る。

（36）鍾 栄光 は 1889年，ア メ リカ 人 が 開設 した 教会学校格致書院 で 教鞭 を と る こ と に な り，洗礼 を受

　　 け ， 賭博 ・ア ヘ ン な ど をや め ， 側 室 と婢 を解放 した 。

一
方 ， 鄭士 良 ・孫 中山 ら と交遊が あ D ，

　　 1895年 ， 興 中会 に 加 入 ， 辛亥革命後 は ， 孫 中山 に 招 か れ て 広東省教育 司 長 に 任 じた。 コ ロ ン ビ

　　 ア大学研究 院 で教 育行政 を研究 す るな どし，後，嶺 南大学校 長 とな っ た。 『
初 志 』 337〜38頁。

（37） 『中山 文 献 』（八 ），学生書局，1986，所収 。

（38）道光期 ， 大欖 都 に は 税糧徴収単位 で あ る 図 が 4 図設け ら れ て い た か ら， こ の 4 図 が 連合 して 工

　　 菊社 を組織 して い た と考 え られ．な くもない が
， その 場合 「四図菊社 」 は 実質的 に 大欖都 内有 力

　　 宗族の 連合組織 と い うこ とに な る。しか し，そ の ような宗族連合組織 として は欖 山書院 の 建 設

　　母 胎 と な っ た
「
八股 」 が あ る。

一
方，前出の 李徳 厚祠 に つ い て

， 民 国 『
続志 』， 氏族 に

，

　　　 于乾隆 四年 、偕 鍾 人有及 各姓始 、 開四図 、 分列十 甲、編分 戸口 。 惟徳厚祠名 日 一
甲李大盛

　　　 戸 、現歴二 十代、丁 ロ
ー

千入百余人。

　　 と い う記述 が ある。即ち，李 氏が 乾隆 四年 （1739）に，鍾 人有及 びそ の 他 の 各姓 ととも に 初め て

　　 四 図 ＝ 第 四 の 図 を開設 し，10甲 を編 成し た 一 前掲 註   の 片 山論文 に よれば，道 光 二 十 四年

　　 （1844）ま で 制度上 は 図が 残存 して い た
一

。 李徳厚祠 は新設 した第四図10甲中の 1甲李大盛戸

　　 を指 し，移住 後20世代 を経 ， 丁 口 tWISOOを数 え る。（李大盛 は 図 甲 制上 の 納糧 戸名で あ る と 同時

　　 に，同族組織名であ り，こ の
一族 の 大宗祠 が李 徳厚祠 で あ ろ う）そ して第四図 を構成す る残 り

　　 の 9 甲 に は 鍾 族を は じ め とする
「

各姓 」 が 含 まれ て い た とい う意 に解 さ れ る。

　　 と こ ろ で 前掲註   の 蕭鳳霞論文 に ， 小欖麦氏 の 士紳 が 記 した 『行年録 』 か ら次の よ うな記述 が

　 　 引用 され て い る。

　　　 五 十 歳、嘉慶十 九 年 甲戌、通郷開菊花 大会 。因上 年菊花戯、各股遂起 意作 第 三 次大会 、己于

　　　第 二 次会相 隔 二 十 四 年矣 。 何 家兩所、李家
一

次 （所）、倶 各在大 宗祠擺列 、本家在 六 世 祖 祠、

　　　 街所 在聖帝 廟、蕭家在大宗祠 、四図在鍾 家祠 。 此外 、 李家慕橋祠別
一

所、羅涌梁家一所、帥

　　　 府又
一

所．

　　 こ れ に よっ て 「
四図 」 は 鍾 氏 の 家祠に 会場 を設け て い た こ とが わか る。鍾氏 は前出五益 堂股 の

　　 と こ ろ で 述べ た よ うに ， 丁 口数 1200，移住 時期 は 明 末清初 の 頃 と推定さ れ
， 乾隆後 半 か ら科挙

　　合格 者 ， とりわけ武挙人 を多 く出 して お り，

「四図菊社」 が 李氏 ・鍾 氏ら新興宗族の 連合組織で

　　あ っ た，との 推測を裏付けて い る。なお こ の 記述 を表 10と照 らしあわせ て み る と ， 羅涌梁 家は

　　梁岱峯祠に，帥府は泰寧道果堂 に対応 して い る。街所 は衛所 の 誤記 であろ う。
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